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ア
ン
リ
・
ル
ソ
I
(
一
八
四
四
̃
一
九

一
〇
)

は
、
彼
の
手
記
の
な
か
で
「
た

だ
一
つ
、
自
然
よ
り
ほ
か
に
師
は

な
い
」
と
書
い
て
い
ま
す
。

彼
は
、
好
ん
で
風
景
画
を
描
き

ま
し
た
。
こ
の
作
品
の
よ
う
に
、

パ
リ
近
郊
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
も

の
が
多
く
、
そ
の
画
面
の
大
半
に

は
の
ど
か
な
空
気
が
漂
い
、
ど
こ

と
な
く
現
実
か
ら
か
け
離
れ
た
幻

想
の
世
界
の
中
に
、
小
市
民
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。

ナ
イ
ー
フ
美
術
の
画
家
た
ち
は
、

正
規
な
美
術
教
育
を
受
け
ず
、
独

学
で
、
日
常
の
余
暇
の
楽
し
み
と

し
て
絵
を
描
き
つ
づ
け
ま
し
た
。

ル
ソ
ー
も
同
様
で
、
こ
の
作
品
に

も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
古
典
的
な

遠
近
法
で
描
く
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
一
見
平
凡
な
風
景

を
河
岸
や
薮
革
を
湾
曲
さ
せ
て
配

置
す
る
こ
と
で
、
遠
近
を
表
現
す

る
と
い
う
独
自
の
試
み
を
し
て
い

ま
す
。
ル
ソ
ー
は
、
自
ら
の
絵
を

リ
ア
リ
ズ
ム
だ
と
述
べ
て
い
ま
す
。

目
に
見
え
る
対
象
物
を
装
飾
を
加

え
ず
そ
の
ま
ま
描
い
て
い
る
こ
と

か
ら
出
た
言
葉
で
す
が
、
彼
の
リ

ア
リ
ズ
ム
に
は
空
想
の
中
で
見
え

る
も
の
も
描
き
込
ま
れ
、
詩
的
な

リ
ア
リ
ズ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
作
品
は
、
現
存
す
る
ル
ソ

ー
の
作
品
の
初
期
に
位
置
す
る
貴

重
を
も
の
で
す
。
(
前
川
公
秀
)



みる・かたる・つくる

県民の日

記念事業

別

展

ア
ン
リ
・
ル
ソ
ー
と
ナ
イ
ー
ブ
美
術
展
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・
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(
日
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’

ナ
イ
ー
フ
美
術
は
、
十
九
世
紀

の
後
半
か
ら
二
十
世
紀
の
初
頭
に

か
け
ア
ン
リ
・
ル
ソ
ー
が
登
場
し

て
、
写
実
や
幻
想
が
交
錯
す
る
独

創
的
な
ス
タ
イ
ル
で
素
朴
を
心
情

を
表
現
し
て
以
来
、
近
代
美
術
の

一
領
域
と
し
て
注
目
を
浴
び
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
ま
で
に
も
ナ
イ

ー
フ
美
術
は
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
十

八
̃
十
九
世
紀
に
は
、
エ
ド
ワ
ー

ド
・
ヒ
ッ
ク
ス
な
ど
が
活
躍
し
て

い
ま
し
た
が
、
余
り
注
目
さ
れ
る

こ
と
が
な
か
っ
た
だ
け
で
す
。

ル
ソ
ー
の
登
場
も
初
め
か
ら
世

間
に
は
受
入
れ
ら
れ
た
訳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
「
…
ル
ソ
ー

の
絵
は
、
六
歳
の
子
供
が
、
甘
い

母
親
か
ら
、
食
べ
て
も
無
害
な
絵

具
箱
を
貰
い
、
筆
の
代
お
り
に
指

を
、
パ
レ
ッ
ト
の
代
れ
り
に
舌
を

使
っ
て
描
い
た
な
ぐ
り
掃
き
に
似

て
い
る
。
私
は
、
見
物
人
の
顔
を

観
察
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
傑
作

の
前
で
一
時
間
過
ご
し
た
。
目
に

セラフィーヌ「花束」

た
の
は
、
死
後
し

ば
ら
く
し
て
か
ら

の
こ
と
で
す
。
「
ア

ン
リ
・
ル
ソ
ー
は

絵
画
の
こ
の
広
汎

な
革
新
運
動
の
最

初
の
偉
大
な
画
家

た
ち
の
一
人
と
し

て
現
わ
れ
、
こ
の

運
動
は
今
で
は
、

フ
ラ
ン
ス
か
ら
世

界
全
体
に
広
ま
っ

ボンボワ「驚いた浴女たち」

ルソー「橋」

涙
を
浮
か
べ
て
笑
っ
て
い
な
い
者

は
一
人
も
い
な
か
っ
た
。
ル
ソ
ー

に
幸
い
あ
れ
子

(
岡
谷
公
二
訳
)

と
、
ル
ソ
ー
へ
の
評
価
は
ひ
ど
い

も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
ヴ
ィ
ル

ヘ
ル
ム
・
ウ
ー
デ
と
バ
ト
ー
・
ラ

ヴ
ォ
ワ
ー
ル
で
「
愛
情
と
冗
談
の

混
合
」
し
た
夜
会
を
催
し
た
ピ
カ

ソ
の
お
か
げ
で
、
ル
ソ
ー
は
次
第

に
社
会
的
な
認
知
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
今
日
の
よ
う
な
美
術
史
上

の
重
要
な
作
家
の
ひ
と
り
に
な
っ

た
」

と
フ
ラ
ン
ス
抽
象
画
の
創
始

者
ロ
ベ
ー
ル
・
ド
ロ
ー
ネ
ー
が
言

う
よ
う
に
、
近
年
で
は
ボ
ン
ボ
ワ
、

ボ
ー
シ
ャ
ー
ン
、
ウ
ィ
ヴ
ァ
ン
、

セ
ラ
フ
ィ
ー
ヌ
な
ど
も
高
く
評
価

さ
れ
、
今
や
ナ
イ
ー
フ
美
術
は
フ

ラ
ン
ス
に
限
ら
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
国
や
中
南
米
ま
で
広
が
っ
て
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

ナ
イ
ー
フ
美
術
の
作
品
は
、
陰

影
の
な
い
平
面
的
な
人
や
物
、
遠

近
法
の
欠
如
、
明
確
な
輪
郭
線
の

描
写
、
あ
ま
り
上
手
と
は
言
え
な

い
筆
法
な
ど
が
共
通
す
る
特
徴
と

し
て
上
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
現
実
を
再
現
す
る
描
写
力
の
欠

落
は
、
彼
ら
が
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な

美
術
教
育
を
受
け
て
い
な
い
為
に

生
じ
た
結
果
で
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
以

上
に
彼
ら
は
現
実
を
そ
の
ま
ま
捕

写
す
る
こ
と
に
、
そ
れ
程
の
価
値

を
兄
い
出
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う

に
思
か
れ
ま
す
。
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

な
美
術
教
育
を
受
け
て
い
な
い
こ

と
は
、
彼
ら
を
伝
統
的
を
絵
画
の

約
束
事
の
拘
束
か
ら
解
放
し
、
目

に
し
た
も
の
を
単
に
自
ら
の
理
解

し
た
と
お
り
に
、
描
き
た
い
よ
う

に
描
い
た
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な

表
現
の
本
質
的
な
解
放
は
、
あ
る

e



意
味
で
は
現
代
美
術
と
相
通
ず
る

も
の
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。

今
回
の
展
覧
会
で
は
、
八
十
四

作
家
一
〇
七
点
の
作
品
を
展
示
し

ま
す
。
こ
の
中
に
は
、
残
念
な
が

ち
ア
メ
リ
カ
は
含
ま
れ
て
は
い
ま

せ
ん
が
、
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
に
ユ

ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、

イ
タ
リ
ア
な
ど
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸

国
や
キ
ュ
ー
バ
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど

十
六
回
に
及
ん
で
い
ま
す
。

彼
ら
は
、
み
な
職
業
画
家
で
は

な
く
、
日
常
の
余
暇
の
楽
し
み
と

し
て
絵
を
描
い
て
い
た
こ
と
も
、

ナ
イ
ー
フ
美
術
の
画
家
た
ち
の
共

通
し
た
特
徴
の
ふ
た
つ
目
と
し
て

上
げ
ら
れ
ま
す
。
彼
ら
の
仕
事
は

門
番
で
あ
っ
た
り
、
郵
便
配
達
人

あ
る
い
は
農
夫
な
ど
い
ろ
い
ろ
で

あ
り
、
ま
た
ど
の
地
に
お
い
て
も

主
義
主
張
の
あ
る
流
派
(
エ
コ
ー

ル
)
を
形
成
し
た
り
、
連
携
を
図

みる・かたる・つくる

●

●

る
こ
と
な
く
、
個
々
人
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
に
も
か
か
お
ら

ず
共
通
的
な
画
風
の
特
徴
を
持
つ

絵
画
が
展
開
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、

全
く
不
思
議
な
こ
と
で
す
。
強
い

て
そ
の
違
い
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
民
族
的
風
土
的
な
特
性
に

あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ

は
民
族
の
血
と
生
ま
れ
育
っ
た
土

の
違
い
か
ら
の
結
果
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
は
ナ
イ

ー
フ
美
術
の
本
質
を
「
人
類
の
幼

年
期
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
」

で
あ
る

と
述
べ
て
い
ま
す
。
た
と
え
民
族

の
血
と
土
が
違
っ
て
も
、
人
類
に

共
通
す
る
子
供
の
頃
へ
の
ノ
ス
タ

ル
ジ
ア

(
郷
愁
)

が
作
品
の
中
に

展
開
し
て
い
る
の
を
、
今
回
の
展

覧
会
を
通
じ
て
、
我
々
は
き
っ
と

発
見
で
き
る
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ

ん
。

(
前
川
公
秀
)

ボーシャン「聖母被昇天」

★
開
館
時
問

午
前
九
時
̃
午
後
四
時
三
〇
分

(
入
場
は
四
時
ま
で
)

月
曜
日
休
館
(
六
月
十
五
日
の
「
県

民
の
日
」
は
開
館
し
、
入
場
無
料
)

★
観
覧
料

一
般
五
〇
〇
円
(
三
〇
〇
円
)
、
高
・

大
学
生
三
〇
〇
円
(
二
〇
〇
円
)
、

小
・
中
学
生
二
〇
〇
円
(
七
〇
円
)

(

)
内
は
二
〇
名
以
上
の
団
体

料
金

唾
美
術
講
演
会
瞭

本
年
度
は
、
各
展
覧
会
に
併
せ

て
美
術
講
演
会
を
5
回
実
施
す
る

予
定
で
す
。
こ
こ
に
、
す
で
に
決

定
し
て
い
る
特
別
展
「
ア
ン
リ
・

ル
ソ
ー
と
ナ
イ
ー
フ
美
術
展
」

の

開
催
期
間
中
に
お
け
る
2
つ
の
講

演
会
を
御
案
内
し
ま
す
。

第
1
回

日
時

5
月
2
3
日
出
午
後
2
時

演
題

「
ア
ン
リ
・
ル
ソ
ー
の
人

と
作
品
」

講
師

岡
谷
公
二
氏

(
跡
見
学
園

女
子
大
学
教
授
)

第
2
回

日
時

6
月
1
 
3
日
㈲
午
後
2
時

演
題

「
ナ
イ
ー
フ
美
術
と
私
」

講
師

塩
水
流
功
氏

(
洋
画
家
)

※
い
ず
れ
も
会
場
は
本
館
講
堂
で

参
加
者
数
は
二
〇
〇
人
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
。
聴
講
料
は
無

料
で
当
日
先
着
順
で
す
。

常
設
収
蔵
作
品
展

本
年
度
第
一
期
(
四
月
一
日
̃

六
月
二
十
一
日
)

は
前
期
と
後
期

に
分
け
、
「
新
収
蔵
作
品
」

(
前
期

%
ま
で
)
・
「
房
総
と
近
代
美
術
」

の
二
つ
の
区
分
で
企
画
し
ま
し
た
。

前
期
の

「
新
収
蔵
作
品
」

で
は
、

平
成
三
年
度
に
新
た
に
収
蔵
し
た

印
象
派
の
巨
匠
ル
ノ
ワ
ー
ル
の
晩

年
期
の
秀
作
「
少
女
像
」
を
は
じ

め
、
明
治
時
代
に
来
日
し
、
本
格

的
な
美
術
教
育
を
行
っ
た
浅
井
忠

の
師
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
の

「
十
月
、

牧
場
の
夕
べ
」
 
、
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
の

主
要
な
作
家
の
一
人
で
あ
る
デ
ュ

プ
レ
の
「
嵐
の
前
」
・
「
森
の
は
ず

れ
」
 
、
帝
展
・
文
展
で
活
躍
し
た
本

県
出
身
の
日
本
画
家
石
井
林
響
の

「
桃
源
」
 
、
工
芸
で
は
近
代
金
工
に

大
き
な
足
跡
を
残
し
た
本
県
出
身

の
金
工
家
香
取
秀
真
・
津
田
信
夫

の
作
品
、
さ
ら
に
近
代
陶
芸
の
発

展
に
尽
力
し
た
宮
之
原
謙
の
十
数

点
の
作
品
な
ど
、
充
実
し
た
内
容

の
展
覧
と
な
り
ま
し
た
。

後
期
は
前
期
に
引
き
続
き
、
「
房

総
と
近
代
美
術
」

に
よ
り
、
バ
ル

ビ
ゾ
ン
派
の
作
品
や
、
浅
井
忠
と

そ
の
関
連
の
安
井
曽
大
郎
、
梅
原

龍
三
郎
、
日
本
画
で
は
院
展
で
活

躍
し
た
冨
取
風
堂
の
作
品
な
ど
、

本
館
の
代
表
的
な
作
品
や
日
頃
か

ら
特
に
鑑
賞
の
要
望
の
高
い
作
品

を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
前
期
に
「
新

収
蔵
作
品
」

で
展
覧
し
た
ル
ノ
ワ

ー
ル
や
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
の
作
品

も
追
加
し
て
紹
介
し
ま
す
。
こ
の

「
房
総
と
近
代
美
術
」

は
会
期
毎

に
展
示
替
え
を
行
い
ま
す
が
、
年

間
を
通
し
て
ほ
ぼ
同
一
の
内
容
で

開
催
し
ま
す
。

第
二
期
(
六
月
二
十
七
日
̃
一

月
十
日
)

は
前
期
(
̃
%
・
中
期

(
%
̃
椛
)
・
後
期
(
%
̃
米
)

の

三
期
に
分
け
、
「
房
総
と
近
代
美

術
」

の
ほ
か
に
、
前
期
に
本
県
ゆ

か
り
の
二
人
の
洋
画
家
に
焦
点
を

当
て
た

「
石
橋
武
治
・
原
勝
郎
」

や

「
樹
の
表
現
」

を
開
催
し
ま
す
。

第
三
期
(
二
月
二
十
七
日
̃
三

月
二
十
八
日
)
は
、
「
房
総
と
近
代

美
術
」
の
ほ
か
に
、
「
浅
井
忠
と
そ

の
周
辺
の
作
家
た
ち
」
と
「
版
画
」

の
区
分
を
設
け
、
浅
井
忠
を
は
じ

め
そ
の
関
連
の
作
家
の
作
品
と
、

版
画
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

会 場 風 景



みる・かたる・つくる

展
覧
会
案
内

▽
特
別
展

竹
久
夢
一
一
展

憂
い
を
湛
え
た
夢
二
式
美
人
で

人
気
の
高
い
竹
久
夢
二

(
一
八
八

四
̃
一
九
三
四
)

は
、
画
家
の
み

な
ら
ず
、
出
版
美
術
、
商
業
デ
ザ

イ
ン
、
詩
文
な
ど
幅
広
く
活
躍
し

大
正
ロ
マ
ン
の
寵
児
で
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
本
県
銚
子
と
関
係
の
深

い
詩
「
宵
待
草
」

は
、
愛
と
流
浪

の
夢
二
の
人
生
を
象
徴
し
て
い
ま

す
。
本
展
は
、
わ
が
国
有
数
の
夢

二
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
河
村
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
油
彩
・
水
彩
等

約
三
百
点
を
展
示
し
ま
す
。

(
会
期
)
九
月
五
日
(
土
)
̃
十
月

十
一
日
(
日
)

▽
房
総
の
美
術
家
シ
リ
ー
ズ
⑳

石
井
光
楓
展

石
井
光
楓
(
一
八
九
二
̃
一
.
九

七
五
)

は
、
大
原
町
出
身
の
洋
画

家
で
す
。
最
初
日
本
画
を
石
井
林

轡
に
、
さ
ら
に
日
本
美
術
院
研
究

所
で
洋
画
を
学
び
、
一
時
院
展
や

帝
展
に
作
品
を
発
表
。
や
が
て
渡

米
し
十
六
年
間
留
学
。
昭
和
十
六

年
帰
国
後
は
、
春
陽
会
を
主
舞
台

に
作
品
を
発
表
。
油
彩
・
水
彩
約

七
十
点
を
展
示
し
ま
す
。

(
会
期
)

十
一
月
二
十
一
日
(
土
)

̃
十
二
月
二
十
四
日
(
木
)

▽
第
十
六
回

千
葉
県
移
動
美
術
館

優
れ
た
美
術
作
品
を
、
よ
り
多

く
の
方
々
に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
県
内
二
会
場
を
巡
回
し
て

展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。
日
本
画
、

洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
喜
、
版
画

の
各
分
野
に
わ
た
り
、
本
館
の
収

蔵
作
品
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。

会
場
と
会
期
は
次
の
と
お
り
で
す
。

大
原
町
文
化
セ
ン
タ
ー

十
一
月
十
二
日
(
木
)
十
一
十
五
日

(
水
)大

栄
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

ホ
ー
ル

十
一
月
二
十
八
日
(
土
)
̃
十
二
月

十
日
(
木
)

▽
第
三
回

浅
井
忠
記
念
賞
展

本
館
は
開
館
以
来
、
日
本
近
代

洋
画
の
先
駆
者
で
、
本
県
出
身

の
洋
画
家
浅
井
忠
の
画
業
を
顕
彰

す
る
こ
と
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
昭
和
五
十
八
年
に
公

立
美
術
館
と
し
て
は
初
の
試
み
で

あ
る
「
第
一
回
浅
井
忠
記
念
賞
展
」

を
開
催
し
、
平
成
二
年
度
に
は
第

二
回
展
を
開
催
、
四
〇
〇
点
近
い

応
募
作
品
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
非

常
な
好
評
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
実
績
を
ふ
ま
、
え
、
第

三
回
展
を
開
催
し
ま
す
。

(
会
期
)

平
成
五
年
一
月
十
六
日

(
土
)
̃
二
月
二
十
一
日
(
日
)

新
収
蔵
作
品
紹
介

平
成
三
年
十
月
一
日
か
ら
平
成

四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
収
蔵

さ
れ
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

〔
洋

画
〕

真
野
紀
太
郎
作

「
バ
ラ
」

(
水
彩
一
九
三
九
̃
四
〇
)

伊
牟
田
脛
正
作

「
悲
劇
」

(
油
彩
一
九
毛
)

〔
工

芸
〕

津
田
信
夫
作

「
鳥
」

(
鋳
金
一
九
二
九
)
ほ
か
六
点

宮
之
原
謙
作

「
鉄
芥
袖
鱗
文
花
瓶
」

(
陶
芸
一
九
六
八
頃
)

〔
版

画
〕

深
沢
幸
雄
作

「
骨
疾
B
」

(
銅
版
一
九
喜
)

ほ
か

十
二
点

真野紀太郎「バラ」

●

圏
閤
四
囲

〔
洋

画
〕

ジ
ュ
ー
ル
・
デ
ユ
プ
レ
作

「
森
の
は
ず
れ
」

(
油
彩
一
八
六
〇
年
代
)

「
嵐
の
前
」

(
油
彩
)

オ
ー
ギ
ユ
ス
ト
・
ル
ノ
ワ
ー
ル
作

「
少
女
像
」

(
油
彩
元
一
六
上
人
)

時
田
幸
彦
作

「
舞
妓
図
」

(
油
彩
一
九
毛
)

〔
彫

刻
〕

工
藤
健
作

「
愁
い
の
マ
ン
ド
ー
ラ
」

(
ブ
ロ
ン
ズ
一
九
九
一
)

零
駒
無
蔵
作

「
集
う
人
々
の
列
に
…
」

(
石
元
九
一
)

線
引
道
郎
作

「
詩
人
-
生
を
見
つ
め
て
」

(
コ
ー
ル
テ
ン
鋼
一
九
九
一
)

〔
工

芸
〕

宮
之
原
謙
作

「
粕
韻
十
字
星
結
晶
花
押
」

(
陶
芸
一
九
三
)
ほ
か
十
三
点

鶴
岡
秀
幸
氏
よ
り

堀
江
正
章
作

「
鶴
岡
常
太
郎
像
」

〔
工

芸
〕

津
田
永
寿
氏
よ
り

津
田
永
寿
作

「
雪
の
朝
」

成
宮
房
子
氏
よ
り

山
本
正
午
作

「
黎
明
」

牧
原
満
寿
一
氏
よ
り

宮
之
原
謙
作

「
香
炉
」

〔
研
究
資
料
〕

牧
原
満
寿
一
氏
よ
り

宮
野
原
謙
作

「
壁
面
照
明
銀
河
」

(
鉛
筆
)

(
鋳
金
一
九
八
九
)

(
陶
幸
一
至
宝
三
)

(
陶
芸
)

(
陶
芸
一
九
三
)

4

保

管

〔
洋

画
〕

堀
江
正
章
作

「
耕
地
整
理
図
」

(
油
彩
一
九
〇
一
二
)

椿
貞
雄
作

寄

贈

「
犬
吠
埼
」

鑑
利
彦
作

「
黄
衣
」

(
油
彩
一
九
芙
)

(
油
彩
)

次
の
作
品
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

〔
洋

画
〕

安
藤
昭
子
氏
よ
り

安
藤
信
哉
作

「
花
束
」

(
油
彩
一
九
七
〇
)
ほ
か
二
点

ルノワール「少女像」

●



㊨

か
た
る
・
つ
く
る

銅
版
画
へ
の
旅
立
ち

深

沢

幸

雄

みる・かたる・つくる

「
朝
日
新
聞
」

の
虻
川
宏
倫
さ

ん
が

「
二
一
世
紀
版
画
」

に
書
い

て
下
さ
っ
た
。
「
油
彩
画
家
を
志

し
な
が
ら
も
、
東
京
美
術
学
校
彫

金
科
へ
入
学
し
た
深
沢
が
戦
時
に

受
け
た
空
襲
の
傷
か
ち
歩
行
困
難

に
な
っ
た
と
き
、
ふ
た
た
び
銅
版

へ
向
っ
て
い
っ
た
の
も
人
生
の
不

思
議
さ
で
あ
る
と
思
う
。
こ
の
幸

せ
な
生
活
を
お
く
る
美
術
教
師
を

襲
っ
た
不
幸
は
は
た
し
て
不
幸
だ

っ
た
の
か
。
銅
版
に
立
ち
向
う
こ

と
で
深
沢
は
そ
の
不
幸
を
は
ね
と

は
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
」
と
。

流
石
に
僕
が
一
字
を
加
え
る
こ

と
も
か
な
わ
ぬ
見
事
な
版
画
へ
の

旅
立
ち
の
描
写
と
思
う
が
、
全
く

六
年
の
長
さ
に
わ
た
っ
て
右
脚
を

コ
ル
セ
ッ
ト
で
固
め
、
歩
行
難
儀

し
な
が
ら
の
銅
版
画
技
法
の
探
求
、

え
ら
い
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
出
し

て
も
胸
が
痛
く
な
る
。
出
発
は
一

九
五
五
年
ご
ろ
、
日
本
で
始
め
て

銅
版
画
の
印
刷
機
が
作
り
出
さ
れ

た
時
期
に
当
っ
て
い
た
。

歩
む
こ
と
も
か
な
れ
ず
、
習
う

こ
と
も
か
な
ね
ぬ
状
況
、
数
ペ
ー

ジ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
頼
り
の
思

考
錯
誤
、
し
ば
し
ば
涙
も
湊
ん
だ

が
、
然
し
そ
れ
が
多
少
な
り
と
も

異
色
と
い
わ
れ
る
僕
の
版
画
誕
生

の
温
床
で
あ
っ
た
と
思
う
と
、
人

生
暗
夜
ば
か
り
で
は
な
く
、
時
に

予
想
外
の
灯
り
が
と
も
る
こ
と
も

あ
る
の
だ
と
回
顧
す
る
。
孤
独
な

独
学
は
ツ
ラ
イ
け
れ
ど
そ
こ
か
ら

独
自
の
花
が
開
く
例
は
し
ば
し
ば

耳
に
す
る
こ
と
だ
が
。

59
5B疾骨

虻
川
さ
ん
は
続
け
て
書

く
、

「
こ
こ
に
は
た
し
か

に
長
谷
川
潔
や
浜
口
陽
三

ら
西
欧
志
向
の
銅
版
画
の

流
れ
と
は
ち
か
っ
た
日
本

の
戦
後
銅
版
画
の
生
み
の

苦
渋
の
よ
う
な
叫
び
が
あ

る
」

と
。

今
回
、
千
葉
県
立
美
術

館
に
新
し
く
収
蔵
し
て
頂
い
た
白

黒
銅
版
画
十
三
点
は
こ
の
初
期
の

作
品
群
で
、
密
室
で
一
人
、
ひ
た

す
ら
覗
き
こ
ん
だ
己
れ
の
精
神
、

己
れ
の
魂
、
閉
じ
た
暗
い
ま
ぶ
た

の
裏
に
明
滅
し
た
心
象
の
風
景
と

い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
が
、

こ
の
時
期
に
は
ダ
ン
テ
の
神
曲
、

地
獄
篤
に
材
を
と
っ
た
連
作
も
入

っ
て
い
る
。
僕
自
信
も
地
獄
を
の
ぞ

い
た
時
期
に
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

病
む
前
の
僕
は
ユ
ト
リ
ロ
や
佐

伯
祐
三
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
病

ま
な
け
れ
ば
詩
情
の
風
景
画
家
な

ど
に
な
っ
て
い
た
か
も
知
れ
ぬ
か

ら
、
僕
を
し
て
深
層
心
理
の
凝
視

者
に
変
え
さ
せ
た
右
膝
の
傷
は
、

正
し
く
わ
が
人
生
の
分
岐
点
に
な

っ
た
訳
で
あ
る
。

や
が
て
膝
も
癒
、
え
、
歩
け
る
よ

う
に
な
っ
た
時
メ
キ
シ
コ
外
務
省

の
要
請
で
僕
は
メ
キ
シ
コ
で
銅
版

画
の
技
法
を
教
え
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
こ
こ
で
古
代
文
明
、
マ

ヤ
と
ア
ス
テ
カ
に
出
逢
う
わ
け
だ

が
、
そ
れ
は
壮
絶
を
生
の
叫
喚
、

強
烈
な
原
色
の
世
界
で
、
そ
の
鮮

烈
な
魅
惑
は
僕
を
真
正
面
か
ら
う

ち
の
め
し
異
様
な
世
界
へ
ひ
き
ず

り
こ
ん
だ
。
こ
こ
か
ら
第
二
期
と

い
お
れ
る
時
代
に
移
っ
た
の
で
あ

る
。

(
日
本
版
画
協
会
理
事
長
)

情
報
資
料
室
だ
よ
り

-
寄
贈
図
書
の
御
紹
介
-

●
本
県
船
橋
市
在
住
の
美
術
評
論

家
で
、
平
成
3
年
度
第
4
5
回
毎
日

出
版
文
化
賞
受
賞
の

「
明
治
の
彫

塑
」

を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
著

書
で
知
ら
れ
る
中
村
停
三
郎
氏
よ

り
、
昭
和
0
0
年
度
、
6
2
年
度
に
続

き
、
図
書
7
7
冊
、
図
録
4
8
1
冊
、
美

術
雑
誌
鵬
冊
、
そ
の
他
、
所
蔵
品

目
録
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
あ
れ
せ

て
8
3
5
冊
に
の
ぼ
る
図
書
関
係
資
料

を
頂
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
資
料
は
、
彫
塑
史
を

中
心
と
し
た
近
代
美
術
を
長
く
研

究
し
て
こ
ら
れ
た
氏
の
蒐
集
だ
け

あ
っ
て
、
現
在
で
は
入
手
で
き
な

い
個
人
の
彫
刻
家
の
作
品
集
を

は
じ
め
と
す
る
現
代
美
術
家
の
作

品
集
や
、
や
は
り
入
手
し
に
く
い

画
廊
や
デ
パ
ー
ト
の
展
覧
会
図
録

(
特
に
彫
刻
関
係
を
中
心
と
し
た

も
の
)
等
、
非
常
に
貴
重
な
資
料

が
多
く
、
こ
れ
ら
の
資
料
の
受
入

れ
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
他
の
分
野

に
比
べ
て
蔵
書
量
の
少
な
か
っ
た

彫
刻
の
分
野
を
非
常
に
充
実
し
た

も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

彫
刻
や
現
代
美
術
を
研
究
さ
れ

る
方
は
、
是
非
御
利
用
下
さ
い
。

頂
い
た
主
な
資
料
は
次
の
通
り

で
す
。

□
作
品
集

「
百
翁

平
櫛
田
中
作
品
集
」
「
鉄

砲
虫
の
一
生

九
十
六
翁
平
櫛
田

中
」

「
本
郷

新
」

「
佐
藤
忠
良
作

品
集
」

「
水
島
弘
一
彫
刻
作
品
集
」

「
彫
刻

佐
藤
忠
良
一
九
四
九
⊥
九
七
一
」

「
瀬
戸
圃
治
」

皇
室
A
R
一
書
R
O
S
S
O
」

「
蟹
の
よ
こ
は
い
福
沢
一
郎
画
集
」

「
柴
田
米
三
画
集
」

「
ひ
ま
ね
り
-

ヴ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
に
捧
げ
る
」
「
佐

々
木
豊
画
集
」

「
難
波
田
史
男
画

集
」

ほ
か

□
図

録

「
富
永
直
樹
彫
刻
五
十
年
展
」

「
イ

サ
ム
・
ノ
グ
チ
彫
刻
展
」

「
佐
藤

助
雄
彫
刻
展
」

「
山
県
寿
夫
彫
刻

展
」
「
高
田
博
厚
彫
刻
展
」

「
鳩
尾

俊
一
彫
刻
展
」

「
山
本
豊
一
作
品

集
」

「
近
代
日
本
の
木
彫
系
譜
展
」

「
ゴ
ン
ザ
レ
ス
展
」

「
ザ
ッ
キ
ン
と

プ
ラ
ッ
ク
ス
展
」

「
2
0
世
紀
彫
刻

の
巨
匠
た
ち
展
」

「
現
代
イ
タ
リ

ア
彫
刻
の
n
人
」

ほ
か

●
千
葉
市
在
住
の
高
橋
貞
子
さ
ん

よ
り
、
「
書
学
体
系
」
第
一
̃
五

峡
・
研
究
篇
の
全
6
7
冊
の
寄
贈
を

受
け
ま
し
た
。

多
数
の
資
料
を
提
供
し
て
い
た

だ
い
た
お
二
人
の
方
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。



みる・かたる・つくる

ご
あ
ん
な
い

実

技

講

座

(
6
月
̃
9
月
)

美
術
館
実
技
講
座

◎
デ
ッ
サ
ン
入
門
講
座
1

小
野

穂
子
(
普
及
課
長
←
県
立

期
日

9
月
2
 
2
・
2
 
3
・
2
4
・
2
 
5
日

中
央
図
書
館
主
査
)

(
4
日
間
)

神
尾

青
天
(
研
究
員
←
千
葉
市

〇
版
画
講
座

期
日

6
月
H7酬い=12

2
酬
い
=8

‖
‖
=32

3
‖
‖
=9

酬
い
[42

埋
・

2
0
・

2
5
日

(
1
 
2
日
間
)

内定講
客員師

銅20増
販名 田

画 陽

締一
切氏

5

月

28

日

0
陶
芸
講
座
1

期
日

1
月
1
・
2
・
3
・
4
・

5
●
1
 
4
・
2
1
・
2
2
・

3
0
日

(
9
日
間
)

講
師

横
山
光
ノ
介
氏

定
員

3
0
名

締
切

6
月
1
 
7
日

内
容

茶
碗
、
花
器
な
ど

座詰画洋

〇
洋
画
講
座
1

(
油
彩
)

期
日

1
月
2
・
3
・
4
・
5
・

1
・
8
・
9
・
1
 
0
・

H
・
1
 
2
日
(
1
 
0
日
間
)

講
師

松
沢
茂
雄
氏

定
員

0
0
名

締
切

6
月
1
8
日

内
容

人
物
・
静
物
な
ど

0
洋
画
講
座
2
(
油
彩
・
水
彩
)

期
日

1
月
2
3
・
2
4
・
2
5
・
0
0
・

3
1
日

8
月
l
・
6
・
7
・
8
・

9
日

(
1
 
2
日
間
)

講
師

戸
田
健
夫
氏

定
員

0
0
名

締
切

7
月
9
口

内
容

人
物
・
静
物
な
ど

0
彫
刻
講
座

期
日

8
月
4
・
5
・
6
・
7
"

8
・
9
・
n
・
1
 
2
・

1
8
・
1
9
・
2
0
・
2
1
日

(
1
 
2
日
間
)

講
師

渋
谷
三
朗
氏

定
員

1
 
5
名

締
切

1
月
2
1
日

内
容

木
彫

〇
陶
芸
講
座
2

期
日

9
月
1
・
2
・
3
・
4
・

5
γ
1
5
・
2
4
・
2
5
・

0
0
日

(
9
日
間
)

講
師

神
谷
紀
雄
氏

定
員

3
0
名

締
切

8
月
1
 
8
日

内
容

茶
碗
・
花
器
な
ど

友
の
会
実
技
講
座

◎
洋
画
入
門
講
座
2
(
油
彩
・
水
彩
)

期
日

6
月
6
・
H
・
1
 
3
・
聡
・

2
0
・
2
 
1
日
(
6
日
間
)

講
師

熊
谷
文
利
氏

定
員

0
0
名

締
切

5
月
2
3
日

内
容

人
物
・
静
物
な
ど

◎
洋
画
入
門
講
座
3
(
油
彩
)

期
日

6
月
2
3
・
2
4
・
2
5
・
2
6
・

2
7
・
2
8
日
(
6
日
間
)

講
師

関

和
称
氏

走
員

0
0
名

締
切

6
月
9
日

内
容

人
物
・
静
物
な
ど

◎
洋
画
入
門
講
座
4
(
油
彩
・
水
彩
)

期
日

8
月
1
 
8
・
1
 
9
・
2
0
・
2
 
1
・

2
2
・
2
3
日
(
6
日
間
)

講
師

戸
田
健
夫
氏

l
吾
貝

0
0
名

締
切

8
月
4
日

内
容

人
物
・
静
物
な
ど

◎
洋
画
入
門
講
座
5
(
油
彩
)

期
日

9
月
8
・
9
・
1
 
0
・
1
 
1
・

1
2
・
1
3
日
(
6
日
間
)

講
師

小
林

数
氏

定
員

3
0
名

締
切

8
月
2
5
日

内
容

人
物
・
静
物
な
ど

講
師

根
岸
茂
行
氏

定
員

0
0
名

締
切

9
月
8
日

内
容

鉛
筆
淡
彩

立
大
宮
小
教
頭
)

田
坂

浩

(
研
究
員
←
県
文
化

財
セ
ン
タ
ー
文
化

財
主
事
)

時
間

美
術
館
実
技
講
座
=
1
 
2
時

0
0
分
か
ち
4
時
0
0
分
ま
で

所

友
の
会
実
技
講
座
=
1
 
0
時

◆
転
入
者

甚
一

か
ら
4
時
ま
で

○
日
程
・
内
容
は
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
応
募
者
多

数
の
場
合
に
は
抽
選
に
よ
り
決
定

し
ま
す
。

詳
細
は
美
術
館
普
及
課
ま
で
お

問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

(
申
込
方
法
)

往
復
は
が
き
に
、
希
望
講
座
名
、

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
一
講

座
に
つ
き
一
名
を
明
記
の
、
つ
、
え
、

美
術
館
講
座
は
、
美
術
館
普
及
課
、

友
の
会
講
座
は
、
美
術
館
友
の
会

事
務
局
ま
で
。

津
田

昇

高
橋

正
夫

矢
野

綾
子

三
浦

拓
郎

(
県
立
大
宮
高
校
事

務
長
←
庶
務
課
長
)

(
船
橋
市
立
大
穴
中

教
諭
←
研
究
員
)

(
千
葉
市
立
高
浜
中

教
諭
-
研
究
員
)

(
船
橋
市
立
二
宮
中

教
諭
←
技
師
)

(
県
立
船
橋
北
高
教

諭
-
技
師
)

職
員
異
動

平
成
三
年
度
末
人
事
異
動
に
よ

り
、
次
の
職
員
が
替
り
ま
し
た
。

◆
退
職
者

鈴
木
喜
久
夫
(
研
究
員
)

◆
転
出
者

高
浦

英
一
(
主
査
←
県
立
鶴
舞

商
業
高
校
事
務
長
)

く交通案内〉
● J R総武線「千葉駅」より「千葉ポートタワー行」

バス15分「美術館・郵便局前」下車徒歩1分

● J R京葉線「千葉みなと」駅下車徒歩8分

子細.豊 で義幸 

京章場 景位置I具I競直I章 

雪景臓 王上書i 妻東京 

干暮 雪庫聯 ・外病I章 能面・細川 

千葉鳩立美鯛飯 
干 

鱒 i 8 

競 

葵 鎮 

干 

Iテ ● 

置 ∴葛 

丁重みなと 

田 中● ●圃 冒東軍 
失 ニ) 

タワー 中央Iき(置用 

量 せこ シテ タイ 偶録Ii 

●

●


